
ド
ー
ン
、

ド
ー
ン
花
火
が

あ

が
る
。
今
日
は
楽

し

い
宵
宮

ま

つ
り
。
タ
日
が
西
に
沈
む
こ
ろ

夜
店
の
準
備
は

O
K
だ
。
 

か
あ
さ
ん

早
く
急
ご

う
よ
。
 

と
う
さ
ん
仕

度
は
も

う
い
い

の
。
 

浴
衣
に
げ

た
ば

き
男
の
子
。
 

ぽ

つ
く
り
リ
ン

リ
ン
女
の
子
。
 

お
面
も
売
っ
て

る
。
花
火
も

あ
る
よ
。

金
魚

す
く
い
も
や
り

た
い
な
あ
。

綿
あ

め
く
る

く
る

お

い
し
そ
う
。
 

あ
っ
。

風
船
手
か
ら

逃
げ

ち

や
つ
た
。
 こ
ど
も
の
夢
を

の
せ
 

た
ま
ま
、
風
船
ぐ

ん
ぐ
ん
天
の

川
。
織
り
姫
早
く
と
つ
て

く
れ
。
 

空
に

は
花
火
ま
た
あ
が

る
。
 

大
き

な
大
き

な
花

の
か
さ
、
ぱ

つ
と
ひ
ろ
が

り
消
え
ち

ゃ
つ
た
。
 

も
う
そ
ろ

そ
ろ
帰
ろ

う
か
。
 

』
 

円
 

8
 

部
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その19 

水
道
料
金
の
お
支
払
い
に
 

“ロ
座
振
替
）
を
利
用
す
る

方
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
 

今
回
は
、
こ
の
 

水
道
料
金
の
ロ
座

振
替
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

◇
ロ
座
振
替
の
 

仕
組
み
は

＠
水
道
課
で
は
、
 

請
求
書
を
あ
な
た

が
指
定
し
た
金
融

機
関
へ
送
り
ま
す
。
 

＠
請
求
書
を
受

け
取
っ
た
金
融
機

関
で
は
、
振
替
日

に
、
請
求
さ
れ
た

金
額
を
あ
な
た
の

預
金
口
座
か
ら
支

払
い
し
て
く
れ
ま
 

す
。
 

＠
領
収
書
は
、
 

金
融
機
関
か
ら
直

接
お
手
元
へ
届
け

ら
れ
、
確
認
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
手
続
き
は
 

水
道
課
、
ま
た
は
あ
な
た

が
利
用
し
て
い
る
金
融
機
関
 

の
窓
口
へ
、
最
近
の
 
「水
道

料
金
領
収
書
」
、
「預
金
通
帳
 

」
、
「金
融
機
関
届
け
出
印
」
、
 

「収
入
印
紙
」
（
百
円
）
を
お

持
ち
に
な
る
だ
け
で
済
み
ま

す
。
 

◇
便
利
で
安
心
 

＠
集
金
日
だ
か
ら
と
い
っ
 

て
集
金
員
を
待

っ
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

⑨
支
声
い
に

出
か
け
る
手
数

や
、
う
っ
か
り

支
払
い
を
忘
れ

る
こ
と
と
uあ
り

ま
せ
ん
。
 

＠
共
か
せ
ぎ

の
ご
家
庭
、
 一

人
住
い
の
方
、
 

留
守
が
ち
な
お

宅
で
は
特
に
便

利
で
す
。
 

◇
取
り
扱
い
 

金
融
機
関

青
森
銀
行
五

所
川
原
支
店
、
 

み
ち
の
く
銀
行

五
所
川
原
支
店

同
本
町
支
店
、
 

東
奥
信
用
金
庫

五
所
川
原
支
店
 

津
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支

店
。
 

一
（
一
一
一
 

毎月の請求書1 

~ 

衝
一
m
m田

竺
留
汀
 

道
 
一
 

水
 
》
 

般家庭 

を
 

口座振替のご利用 

「野
鳥
の
村

」
開
村
 

宿
泊
施

設
も
あ
り
ま
す
 

飯
詰

・
味
噌
ケ
沢
に
準
備
を

す
す
め
て
い
た
 
「野
鳥
の
村
」
 

が
、
七
月
三
十
日
か
ら
開
村
し

て
い
ま
す
。
 

野
鳥
の
村
に
は
、
広
さ
が
百

五
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
、
収
容

人
員
約
三
十
五
人
の
宿
泊
施
設

が
あ
り
、
自
家
発
電
と
ガ
ス
器

具
等
を
備
え
て
い
ま
す
。
 

▽
ご
利
用
は
 

原
則
と
し
で
指
卓
者
に
引
卒

さ
れ
た
小

・
中
学
生
の
グ
ル

ー
 

プ
か
、
日
帰
り
か
一
泊
二
日
以
 
 

内
で
す
。
使
用
料
は
い
り
ま
せ

ん
。
 

小

・
中
学
生
が
利
用
し
て
い

な
い
と
き
は
、
 一
般
の
団
体
で

も
利
用
で
き
ま
す
が
、
こ
の
場

合
は
、
 一
人
に
つ
き
一
日
当
り

百
円
い
た
だ
き
ま
す
。
 

▽
炊
事
な
ど
 

炊
事
器
具
を
ひ
と
通
り
備
え

て
あ
り
ま
す
の
で
、
材
料
を
持

参
さ
れ
る
と
簡
単
な
炊
事
が
で

き
ま
す
。
 

寝
具
の
備
え
は
あ
り
ま
せ
ん
 
 

の
で
、
寝
袋
な
ど
の
準
備
を
し

て
下
さ
い
。
 

▽
申
込
み
は
 

利
用
す
る
十
日
前
ま
で
、
市

教
育
委
員
会
「
社
会
教
育
課
（
 

電
話

・
内
線
二
五
〇
番
）
」
 
に

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

“市
立
図

書
館

）
 

移
転
作
業
の
た
め
休
ん
で
い

た
 
「市
立
図
書
館
」
 
は
、さ
る

七
月
二
十
日
か
ら
開
館
し
ま
し

た
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

▽
開
館
時
間
は
 

毎
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
三
十
分
ま
で
で
す
。
 

▽
休
館
日
は
 

毎
週
月
曜
日
・
祝
祭
日
・
年

末
年
始
 

「
 
上
げ

収
集
コ
 

一
 

ま
つ
り
の
三
日
間
」
 

市
生
活
環
境
課
で
は
、
夏
ま

つ
り
の
期
間
中
車
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
旧
市
内
の

ゴ
ミ
収
集
を

一
時
間
三
十
分
繰

り
上
げ
し
ま
す
。
 

繰
り
上
げ
収
集
を
す
る
の
は
、
 

八
月
四
日
（
木
）
か
ら
六
日
（
 

土
）
ま
で
の
三
日
間
で
、
こ
の

期
間
は
午
前
七
時
ま
で
集
積
所

に
お
出
し
下
さ
い
。
 

オ
ー
プ

ン
 

▽
家
庭
で
暁
み
た
い
と
き
 

住
所
、
氏
名
を
書
い
て
、
住

所
を
証
明
で
き
る
も
の
（
た
と

え
ば
免
許
証

・
身
分
証
明
証

・

被
保
険
証
な
ど
）
を
添
え
、
窓

口
に
お
出
し
下
さ
い
。
貸
出
券

を
発
行
し
ま
す
。
 

一
人
一
回
、
二
冊
ま
で
七
日

間
借
り
ら
れ
ま
す
。
 

土
・
日
曜
日
で
も
利
用
で
き
ま
す
 



火まつりにあなたも参加を 

財マ』」鳳 

目臼包り 

名実ともに若者のまつりとするため、今年

から広く皆さんに解放することになりました。 

若いあなたの参加を歓迎します。 

月
熊

与

平
井
氏
を講
師
に
 

連
嘘
か
軒
 

午
後
一
時
から
 
「
市
民
講

座

」
を
開
設
笑
諏

」
を
発
表

▽
と
ころ
 

し
、
郷
土
に
伝
 

市
中
央
公

民
館
で

は
、
南
郡

浪
用
町
在
住
の
作

家

・
平
井

信

作
氏
を
講
師
に
招
き
「

市
民
講

座
」
を

開
き

ま
す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ

い
。
 

わ
る
 
「ゴ
ダ
グ

・
ユ
ー
モ
ア
」
 

の
精
髄
を

と
ら
え
て

い
ま
す
。
 

生
粋

の
津
軽

の
作
家

と
し

て

津
軽
人

の
長
所
や

短
所
を

見
事

に
分
析
し

て
い
る
方
で

す
。
 

市
民
文
化
会

館
 

▽
演
題
 

〇
 
「津
軽
人
か
た
ぎ
」
に
つ
い
て
 

〇
津
軽
の
「
ゴ
ダ
グ
」
に
つ
い
て
 

平
井
氏
の
プ

ロ
フ
ィ

ル
 

平
井

氏
は
、

直
木
賞

の
候
補

作
と
な
っ

た
 
「生
柿
吾

三
郎
の

税
金
闘
争
」
を

は
じ
め
、
 
「生

柿
吾

三
郎
の

来
歴
」
 
の作
者

と

し
て
有
名
で
す
。
 

③ （第 3 種郵便物認可） 
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夏まつりの行事 

八
月
七
日
  

（日
）
 
 

八
月
六
日
  

（土
）
 
 

八
月
五
日
  

（
金
）
 
 

八
月
四
日
  

（
木
）
 
 

八
月
三
日
  

（
水
）
 
 

日
 
（
曜
）
 
 

午
前
八
時
 

午
前
九
時
 

午
前
九
時
 

午
前
九
時
 

三
十
分
 

午
前
九
時

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時

午
後
七
時
 
三
十
分
 

午
後
六
時
 

午
前
九
時
 

午
後
七
時
 

午
後
六
時
 

午
前
十
時
 

午
後
七
時
 

午
後
七
時
 

時
 
間
 

ね
 
ぷ
 
た
 
運
 
行
 

酬
響
 
相
撲
大
会
 

県

下

馬
力
大
会
 

、
  

会

（
パイ
ロ
ン
レ
ー
ス
・
空
中
戦
）
 
 

第
3
回
五
所
川
原
ラ
〈、
一
ン
飛
行
機
競
技
大
 

ね
 
ぷ
 
た
 
運
 
行
 

神
明

宮
本
町

例
祭
 

弥
三
郎
流
し
 
お
 
ど

り
 

西

北
五
銃
剣

道
大
会
 

第
3
9回
青
森
県
相
撲
選
手
権
大
会
 

一あ
す
な
ろ
国
体
（
五
所
川
原
会
場
）
 
 

西

北
五

民
俗
芸

能
大
会
 
 

「
ミ
ス
・
コ
ン
パ
一
一
オン
一
コ
ン
テ
ス
ト
 

兼
国
体
予
選
会
 

虫
 
お
 
く
 
り
 

ね
 
ぶ
 
た
 
運
 
行
 

神
明
宮

本
町
例
祭
 

げ
 
ん
 
と
忌
 

花
 
火
 
大
 
会
 

虫
お
く
り
火
ま
っ
り
 

三

道
演
武
大
会
 

 

（柔
道
‘
剣
道
‘
弓
道
）
 
 

行
 
事
 

市
内
一
円
 

北
斗
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

河
川
公
園
相
撲
場
 

柏
村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

市内
一
円
 
市
内
一
円
 

 

｝
 
市民

文
化
会
館
 

お
ま
っ
り
広
場
 

仮
宮
青
銀
構
内
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
  

（旧
五
農
跡
地
）
 
 

市
内
一
円
 

市
内

一
円
 

仮
宮
青
銀
構
内
 

岩岩音フ
木木楽ラ
川川碑ワ
河河前~ 
畔畔 セ 

ン 
タ 
I 

三
 
道
 
会
 
館
 

場
 
所
 

湊でも早朝マラソン 

あ
な
た

も
走
っ

て
み

ま
せ
ん
か
 

湊

の
 
「早
起

き
マ
ラ
ソ
ン

の

会
（

平
山
晃

一
郎
会
長
）

」
で

も
、

さ
る
六

月
二
十
日
か

ら
住

民
の
体
力
づ

く
り
に
早

朝

マ
ラ

ソ
ン
を
始
め

ま
し
た
。
 

毎
朝
六
時
か

ら
、
湊

・
モ

ー
 

タ
ー
ス
ク

ー
ル
で
、
 
一
周
四
百

メ
ー
ト

ル
の
運
転

コ
ー
ス
を
走

つ
て
い
る
も
の
で
す
 

そ
ろ
い

の
手
ぬ
ぐ

い
で
は
ち

巻
き
を
し

た
幼
稚

園
児
か

ら
お

年
寄

り
ま
で
、

毎
朝
三
十
数
人

が
参
加
、
朝

モ
ヤ
を

つ
い
て
元

気
に
走

っ
て
い
ま
す
。
 

早
起
き

マ
ラ
ソ
ン
の
会

で
は

記
念
品
を

用
意
し

皆
さ
ん

の
参

加
を
お

待
ち
し

て
い
ま
す
。

ど

な
た
で
も
結
構
で

す
。
朝
食
前

の
ひ
と
と
き
、

思
い
切
り
走

っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
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国
民
年
金
法
の
改
正
で
、
福
 

祉
年
金
の
内
容
が

次
の
よ
う
に
 

変
わ
り
ま
す
。
 

▽
年
金
額
の
引
き
上
げ
 

⑥
老
齢
福
祉
年
金
 

月
額

一
三
、
五
〇
〇
円
か
ら
 

一
五
、
〇
〇
〇
円
に
 

＠
障
害
福
祉
年
金
（

一
級
障
 

害
）
 

〇
〇
円
か
ら
二
二
、
 

五
〇
〇
円
に
 

⑥
障

害
福
祉
年
金

（
二
級
障
 

害
）
 

月
額
一
三
、
五
〇
〇
円
か
ら
 

一
五
、
〇
〇
〇
円
に
 

⑥
母

子
・
準
母
子
福
祉
年
金
 

（子
供
一
人
）
 

月
額
一
七
、
六
〇
〇
円
か
ら
 

一
九
、
五
〇
〇
円
に
 

今
回
の
年
金
額
の
引
き
上
げ
 

は
、
八
月
分
か
ら
実
施
さ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
九
月
の
支

払
期
に
は
、
改
正
前
の
五

月
・

六
月
・
七
月
分
と
改
正
後
の
八

月
分
の
、
あ
わ
せ
て
四
カ
月
分

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

▽
支
払
期
と
支
払
日
の
変
更

福
祉
年
金

の
支
払
い
は
、
今
 

月
分
を
八
月
に
、
八
月
・
九
月
 

・

十
月
・
十

一
月
分
を
十
二
月
 

（希
望
す
る
場
合
は
十

一
月
）
 

に
支
払
う
よ
う
改
め
ら
れ
ま
す
。
 

同
時
に
、
支
払
日
も
六
日
か

ら
十
一
日
に
変
わ
り
ま
す
。
 

実
施
は
、
今
年
の
十
二
月
（
 

十
一
月
）
支
払
分
か
ら
と
な

つ
 

て
い
ま
す
の
で
 

今
年
に
限
り
、
 

十
一
一月
（
十

一
 

・

月
）
支
払
い
は
 

九
月
・
十
月
・
十

一
月
四

ニ
カ

月
分
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
十
二
月
に
受
け
と
る

べ
き
金
額
を
十

一
月
に
受
け
と

り
た
い
場
合
で
も
、
と
く
に
手

続
き
な
ど
は
必
要
な
く
、
福
祉

年
金
証
書
と
印
か
ん
を
持
参
す

れ
ば
、
郵
便
局
で
支
払
い
を
し

て
く
れ
ま
す
。
 

月
額
二
〇
、
二
 
年
金
額

の

引
上
げ

な
ど
 

福
祉

年
金
が

改
善

さ
れ
ま
し

た
 

ま
で
、
 一
月
・
二
月
・
三
月
・
 
九

月
・
十

四
月
分
を
五
月
に
、
五
月
・
六
 

月
分
に
な

月
・
七
月
・
八
月
分
を
九
月
に
 

な
お
、
 

九
月
・
十
月
・
十

一
月
・
十
二
 
べ
き
金

額

月
分
を

一
月
に
支
払

っ
て
い
ま
 
り

た
い
場

し
た
。
 

続
き
な
ど

だ
が
、
今
後
は
、
十
二
月
・
 
年
金

証
書

一
月
・
二
月
ニ
ニ
月
分
を
四
月
 
れ
ば
、

郵

に
、
四
月
・
五
月
・
六
月
・
七
 

て
く
れ
ま
 

通
知
も
れ

の
方
は

申
出
を
 

老

人
医

療
費

受
給
者
証
 

こはりのある生活を
長寿夫婦132組を顕彰 

、
、
 

寿 Fロ52 年 婦顕 
[
 

 

ト~~ 

い
ざ

こ
ざ

が
あ
っ

た
ら
 

人
権
よ

う
護
委

員
へ
 

“健
康
に
留
意
し
、
は
り
の

あ
る
生
活
を
）
 

満
七
十
歳
に
な
る
と
、
病
気

や
ケ
ガ
で
医
者
に
か
か

つ
た
場

合
、
医
療
費
は
公
費
の
負
担
と

な
り
ま
す
。
 

市
で
は
、
公
費
負
担
に
該
当

す
る
方
を
住
民
基
本
台
帳
で
調

査
し
、
本
人
に
通
知
し
て
い
ま

す
。
 

し
か
し
、
調
査
も
れ
で
通
知

さ
れ
な
い
方
も
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
通
知
の
な
い
方
は

市
健
康
年
金
課

・
老
人
医
療
係
 

四
回
目
を
迎
え
た
市

の
 
「長

寿
夫
婦
顕
彰
式
」
は
、
さ
る
七
 

ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。
 

ま
た
、
満
六
十
郵

鳳
か
ら
六

十
九
歳
ま
で
の
方
で
も
、
障
害

年
金
、
障
害
福
祉
年
金
を

受
け

て
い
る
方
や
、
身
体
障
害
者
の

方
で
あ
れ
ば
該
当
に
な
り
ま
す
。
 

身
体
障
害
者
の
方
は
、
塞

ロ

の
程
度
が

一
級
か
ら
三
級
ま
で

と
、
四
級
の
音
声
、
言
語
機
能

障
害
、
下
肢
障
害
者
と
な
つ
て

い
ま
す
。
 
 

月
十
二
日
午
前
十
時
か
ら
市
民

文
化
会
館
ホ
ー
ル
に
百
十
五
組
 

・

二
百
三
十
人
が
出
席
し

て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
顕
彰
式
に
招
か
れ
た
の

は
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
明
治

四
十
年
以
前
に
生
ま
れ
、
結
婚

し
て
五
十
年
以
上
に

な
る
百

三

十
二
組
で
す
。
 

式
で
は
、
寺
田
市
長
が
「
健

康
に
留
意
し
、
さ
ら
に
夫
婦
相

和
し
、
は
り
の
あ
る
生
活
を
送

つ
て
下
さ
い
」
 
と
励ま
し
ま
し

た
。
 

続
い
て
、
下
平
井
町

の
小
田

桐
勝
蔵

・
イ
マ
さ
ん
夫
婦
ら
地

区
の
代
表
に
顕
彰
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。
記
念
品
は
、
 

そ
ろ
い
の
め
お
と
茶
わ
ん
に

ハ

シ
で
す
。
 

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
福
士

孝

一
市
議
会
議
長

・
川
浪
金
昇

市
社
会
福
祉
協
議
会
長

・
大
谷

慶
作
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

が
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。
 

ー
大
溝

さ
ん
 

五
万

円
寄
付

ー
 

市
内
錦
町
の
大
溝
善
逸
さ
ん

は
、
こ
の
ほ
ど
財
団
法
人

‘
市

教
育
振
興
会

に
五
万
円
を
寄
付

し
ま
し
た
。
 

同
会
で
は
、
運
営
基
金
に
役

立
て
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

法
務
局
で
は
、
人
権
に
関
す

る
苦
情
等
の
相
談
に
応
じ
、
問

題
の
解
決
を
手
助
け
す
る
た
め
、
 

次
の
方
々
を
人
権
よ
う
護
委
員

に
任
命
し
て
い
ま
す
。
 

家
庭
内
の
い
ぎ

こ
ざ
か
ら
、
 

相
続
・
借
地
借
家

・
金
銭
貸
借
 

・

登
記
‘
戸
籍
等
の
問
題
で
お

困
り
の
方
は
、

い
つ
で
も
気
軽

に
ご
相
談
下
さ

い
。
 

◇
平
山
ス
エ
さ
ん
（
布

屋
町
 

‘
電
話
④
二
四
七
六
番
）
 

◇
伊
藤
角
右
衛
門

さ
ん
（
太

刀
打

・
電
話
⑤
八
九
三
〇
番
）
 

◇
尾
崎
正
雄
さ
ん
（
田
町

・

電
話
④
二
六
二
四
番
）
 

◇
石
井
福
太
郎
さ
ん
（
鎌
谷

町
・
電
話
⑤
三
四
八
〇
番
）
 

◇
小
笠
原
徳
一
さ
ん
（

野
里
 

‘
電
話
（
長
橋
局
）
三
〇
六

一
 
 

番
）
 

◇
佐
々
木
初
海
さ
ん
（
敷
島

町

・
電
話
⑤
三
一
七
七
番
）
 

◇
高
満
タ
カ
さ
ん
（
川
端
町
 

・

電
話
④
二
四
六
八
番
）
 

◇
山
谷
清
さ
ん
（
元
町

・
電

話
⑤
三
〇
三
五
番
）
 

◇
磯
野
房
枝
さ
ん
（
敷
島

町

・
電
話
④
二
七
九
八
番
）
 

弁
護
士
を
依
頼
で
き
な
い
方

の
た
め
、
費
用
を
立
て
替
え
す

る
 
「法
律
扶
助
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。
ご
相
談
下
さ
い
。
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「あすなろ国体」 

青森県青年交歓の集い 

レとき 9 月 3 日（カ・ 4 日（日）の 2 日間。 

レところ 県青年の家キャンプ場。 

あすなろ国体を成功させるため、県下青年団体・青年グルー 

プの交流をはかるとともに、郷土の美化運動をすすめ、県民運 

動の広がりをはかるのがねらいです。 

）主催 青森県青少年団体連絡協議会・青森県新生活協議会・ 

青森県青年の家 

レ参加対象 県内の働く若人 1,000人。 

レ申込みは 8月10日まで。参加費と食事代（ 2 食分）をあ 

わせ 1,oo円を添え、市教育委員会・社会教育課にお申し込み 

下さい。 

、ー 

み
ん
な

の

国
体
 

み
ん
な

の

応
援
 

購
栃
 
遺

族
等
援
護
法

が
改
正
 

役
 

ン
」
 

ひ
 

一
 
」
 

体
 

国
 

で
 

プ
 

、
ノ
 

タ
 

ス
 

入
 

早
泉
 

風
 

“あ
す
な
ろ
国
体
）
五
所
川

原
市
協
力
会
で
は
、
柔
道
と
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
に
彩
り
を
添

え
る
た
め
、
会
場
に
 
「ミ
ス
・

コ
ン
パ
ニ
オ
ン
」
 
を
配置
し
ま

す
。
 

こ
の
た
め
、
次
の
要
領
で
 
「
 

ミ
ス
・
コ
ン
パ

ニ
オ
ン
」
 
の
コ

ン
テ
ス
ト
を
行
な

い
ま
す
。
 

ふ
る

つ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
 

▽
応
募
の
資
格
 
十
六

歳
以

上
ー
二
十
五
歳
未
満
。
西
北
五

地
方
に
住
ん
で

い
る
方

・
同
出
 
 

身
者
。
 

り
 

▽
申
込
み
方
法

、
履
歴
書
に

写
真
を
添
え
、
五
所
川
原
市
岩

木
町
一
二
、

五
所
川
原
市
国
体

室
内
あ
す
な
ろ
国
体
「

五
所
川

原
市
協
力
会
事
務
局
」
あ
て
。
 

▽
コ
ン
テ
ス
ト
の
服
装
 
簡

素
な
洋
装
で
あ
る
こ
と
。
 

▽
締
切
 
八
月
四
日
（
木
）
 

▽
審
査
日
 
八
月
六
日

（土
）
 

ワ
審
査
場
所
 
市
民
文
化
会

館
 ▽

入
賞
は
 
柔
道
、

ソ
フ
ト
 
 

ボ
ー
ル
会
場
担
当
が
そ
れ
ぞ
れ

四
人
で
す
。
 

▽
入
賞
者
に
は
 
賞
状
・
ト

ロ
フ
イ
ー
・
国体
記
念
章
・
所定

の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
ー
式
を
贈
呈
し

ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
全
員
に

記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

▽
条
件
は
 
九
月
三
十
日
か

ら
十
月
六
日
ま
で
コ
ン
パ
ニ
オ

ン
と
し
て
協
力
で
き
る
方
。
 

詳
し
く
は
、
 
「市
協
力
会
事

務
局
（
電
話
④
五
六
五
一
番
）
 

」
 
に
お問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

旧
軍
人

・
軍
属
等
で
、
障
害

年
金
・
傷
病
年
金
等

（
オ
ー
款

症
か
ら
オ
五
款
症
ま
で
）
を
受

給
し
て
い
る
方
が
、
そ
の
給
付

以
外
の
傷
病
で
亡
く
な

つ
た
場

合
に
も
、
遺
族
に
八
月
か
ら
九

万
円
の
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

（
傷病
年
金
は
、
オ
二
款
症

か
ら
オ
五
款
症
ま
で
）
 

遺
族
一
時
金
が
廃
止
さ
れ
、
 

こ
れ
に
該
当
す
る
遺
族
に
は
、
 

十
一
月
か
ら
九
万
円
の
遺
族
年
 

旅
の
記
念
に

と
、
旅
行
者

か
ら
よ
く
記
念
ス
タ
ン
プ
を

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
五
所
川

原
郵
便
局
に
は
、
今
ま
で
特

別
の
ス
タ
ン
プ
を
備
え
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
は

国
体
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

全
国
の
人
た
ち
が

訪
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
左
の
図
案
の
風

景
入
り
日
付
印
を
作
り
ま
し

た
。
 

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

戦
没
者
等
の
妻
で
、
遺
族
年

金
等
を
受
け
て
い
る
方
は
、
十

月
か
ら
特
別
給
付
金
（

国
債
一
一
 

〇
万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
昭
和
二
十

一
年
一
一

月
一
日
以
降
に
再
婚
し
、
昭
和

二
十
七
年
四
月
二
十
九
日
か
ら

翌
二
十
八
年
七
月
三
十

一
日
ま
 

遠
来
の
た
く
さ
ん
の
方
々

に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
 

岩
木
山
を
背
景
に
、
乾
橋

と
夏
ま
つ
り
の
虫
送
り
行
事

を
描
い
た
直
径
三
十
六
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
「と
び

色
」
 
で押
印
し
、
八
月
一
日

か
ら
使
用
し
ま
す
。
 

記
念
押
印
を
希
望
す
る
方

は
、
定
め
ら
れ
た
料
金
の
郵

便
切
手
を
は
っ
た
書
状
、
ま

た
は
郵
便
は
が
き
を
窓
口
に

差
し
出
し
て
下
さ
い
。
 

そ
の
ほ
か
郵
送
に
よ
る
記

念
押
印
も
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。
（五
所
川
原
郵
便
局
）
 

で
に
離
婚
し
て
い
る
方
で
す
。
 

公
務
関
係
の
扶
助
料
を
受
け

て
い
る
戦
没
者
の
子
で
、
身
体

が
不
自
由
な
た
め
生
活
費
を
得
 

る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
結

婚
し
て
も
扶
助
料
を
取
り
消
さ

れ
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

日
赤
救
護
員
（
看
護
婦
長
以

上
、
ま
た
は
看
護
婦
長
相
当
職
 

「
お
ら
が
駅

の
…
己
 

図
書
館
で
ご
利
用
を

ー
 

秋
田
鉄
道
管
理
局
で
は
、
さ

る
四
月
管
内
沿
線
の
名
所
古
跡

や
観
光

・
祭
り
を
紹
介
し
た
冊

子
 
「お
ら
が
駅
の
見
ど
こ
ろ

・

聞
き
ど
こ
ろ
」
 
（B
6
判
・
一
一

六
〇
頁
）
を
発
行
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
非
売
品
で
部
数
も

限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
読

み
に
な
り
た
い
方
は
、
市
立
図

書
館
で
ご
利
用
下
さ

い
。
 

自
衛
官
一

般
ニ
士
 

（男
、
募
集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
ー
二
十
四

歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
付
中

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
窓
口
サ
 

ー
ビ
ス
課
、
ま
た
は
自
衛
隊
五

所
川
原
募
集
事
務
所
（
電
話
⑤

二
三
〇
五
番
）
に
お

問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。
 

以
上
）
と
し
て
昭
和
二
十
年
八

月
九
日
以
降
、
引
き
続
き
海
外

に
抑
留
さ
れ
た
期
間
を
公
務
員

期
間
に
通
算
す
る
こ

と
に
な
り

ま
し
た
。
 

な
お
、
特
別
弔
慰
金
等
を
受

け
て
い
な
い
遺
族
に
対
す
る
支

給
範
囲
の
拡
大
な
ど
、
詳
し
く

は
市
窓
口
サ
ー
ビ
ス
課
に
お
間

い
合
わ
せ
下
さ

い
。
 

国
体
F
I
I、
ス
・
コ
ン
パ
ーー
ォ
、
ど
を
募
集
 

柔
道
・
 ソ
フ
ト

と
も

四

人
 

支
給
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
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成
人
式
は

十

四
日
で

す
 

対
象
者
は
三
十
一
一
年
生
ま
れ
 

市
で
は
、
五
十
二
年
度
の
成

人
式
を
次
の
日
程
で
行
な
い
ま

す
。
今
年
度
の
対
象
者
は
、
昭

和
三
十
二
年
に
生
ま
れ
た
方
で

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
ぜ
ひ

ご
出
席
下
さ

い
。
 

▽
と
き
 
八
月
十
四
日
（

日
 

）
午
後
一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

な
お
、
通
知
も
れ
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
市
教
育
委
員
会
 
 

「社
会
教
育
課
」
に
お
問
い
合
 

わ
せ
下
さ
い
。
 

、
 

「自
分
の
家
に
住
み
た
い
」
 

と
い
う
夢
は
、
多
く
の
人
が
持

っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に

マ
イ

ホ
ー
ム
づ
く
り
と
な
る
と
、
資

金
計
画
や
設
計
な
ど

い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
で
て
き
ま
す
。
税
金

の
こ
と
も
そ
の

ー
つ
で
し
ょ
う
。
 

そ
こ
で
、
住
宅
を
新
築
し
た

り
、
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
と
 

き
の
税
金
に

つ

い
て
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
説
明

し
ま
し
ょ
』
っ
。
 

▽
所
得
税
の

住
宅
取
得
控
除
 

一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

と
、
最
高
三
万
円
ず

つ
三
年
間

所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ

ま
す
。
 

▽
登
録
免
許
税
（
国
税
）
 

所
有
権
移
転
な
ど
の
登
記
を

す
る
と
き
に
か
か

る
税
金
で
、
 

マ
イ
ホ
ー
ム
と

税
金
 

固
定
資
産
税
の
評
価
額
に
、
保

存
登
記
の
場
合
は

〇

・
六
％
、
 

移
転
登
記
の
場
合
は
、

五
％
の

税
率
を
か
け
て
算
出
し

ま
す
。
 

し
か
し
、
一
定
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
と
、
税
率
は

い
ず
れ
も
 
 〇

・
二
％
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。
 

▽
不
動
産
取
得
税

（
県税
）
 

土
地
や
建
物
を
取
得
し
た

と
き
に
か
か
る
税
金
で
、
固

定
資
産
税
の
評
価
額
に
三
％

の
税
率
を
か
は
て
算
出
し
ま

す
が
、
 一
定
の
条
件
に
当
て

は
ま
る
と
税
金
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。
 

▽
固
定
資
産
税
（五
所
川
原
市
）
 

固
定
資
産
の
価
格
に

一
 

六
％
を
か
け
で
算
出
し
ま
す

が
、
新
築
住
宅
の
特
例
と
し

て
条
件
に
当
て
は
ま
る
と
き

は
三
年
間
税
金
が
半
額
で
す
。
 

市
中
央
公
民
館
で
は
、
民
 
民
館
 

謡
協
会
の
協
力
で
 
「民
謡
教
 
▽

締
切
り
 
八
月
十
五
日
 

室
」
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
 
▽
申
込

み
方
法
 
は
が

き
 

り
、
受
講
希
望

「民
謡

教
室

」
を

開
設
 
に

氏
名
‘
年
齢

者
を
募
集
し
 
・
住
所

・
電
話

い
ま
す
o
 

受
講
希
望
者
を
募
集
中
 
番
号
を
記
入

の
 

初
心
者
は
、

と
く
に
歓
迎
 

う
え
ご
投
函
下
さ

い
o
 

し
ま
す
。
 

▽
受
講
日
 
希
望
者
に
追
 

▽
申
込
み
先
 
市
中
央
公
  

っ
て
通
知
し
ま
す
。
 

高
く
ハ
ッ

キ

リ
聞
え

ま
す
 

難

聴
の
方
に

福
音
 

・

シ
ル
バ
ー
 

て
き
た
と
き
ベ
ル

と
同
時
に
三

ホ
ン
 

秒
ご
と
に

一
回
、
ラ
ン
プ
が

つ

難
聴
で
お
悩
み
 

き
ま
す
。
光
度
は
三
段
階
に
切

の
方
、
も
う
少
し
 

り
替
え
ら
れ
、

ベ
ル
が
聞
き
と

高
い
音
で
電
話
を
 

り
に
く
い
方
、
工
場
な
ど
騒
音

聞
き
た
い
と
い
う
 

の
激
し
い
場
所
に
便
利
で
す
。
 

方
に
便
利
な
電
話
 

●
シ
ル
バ
ー
ベ
ル
 

機
で
す
。
耳
も
と
 

普
通
の
電
話
の
ベ
ル
で

は
聞

で
話
を
し
な
い
と
 

き
と
り
に
く
い
が
、
低

い
音
な

聞
き
と
れ
な
い
と
 

ら
聞
き
と
れ
る
と
い
う
方
に
便

い
う
方
で
も
、
十
 

利
で
す
。
聴
力
の
特
性
に
合
わ

分
に
電
話
を
か
け
 

せ
て
二
種
類
の
音
質
が

セ
ッ
ト

る
こ
と
が
で
き
ま
 

で
き
ま
す
。
 

す
。
 

使
用
料
な
ど
、

詳
し
く
は
電
 

●

フ
ラ
ッ
シ
ュ
 

報
電
話
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
 

ベ
ル
 

さ
い
。
 

電
話
が
か
か
っ
 

こ農業者年金こに加入を 

後継者が経営主と一諸に農業者年金に加入し、一定の条件に合 

っていると、後継者の保険料が3割ほど安くなります。 

詳しくは、農協か市農業委員会にお問い合せ下さい。 

生 	年 	月 	日 加入申出期限 

昭和12年8月2日～昭和12年9月 1日生れ 昭和52年 8月末日 

昭和12年 9 月 2日～昭和12年10月1日生れ 昭和52年 9 月末日 

昭和12年10月 2 日～昭和12年11月1日生れ 昭和52年10月末日 

昭和I昨11月 2日～昭和12年12月1日生れ 昭和52年11月末日 

昭和12年12月 2 日～昭和13年1月1日生れ 昭和52年12月末日 

昭和13年1月 2日～昭和13年 2 月1日生れ 昭和53年 1月末日 

昭和13年 2 月 2日～昭和13年 3 月1日生れ 昭和53年 2 月末日 

昭和13年 3 月 2 日～昭和13年 4 月1日生れ 昭和53年 3 月末日 

（注）保険料納付期限の日までに保険料が納付できるよう、事前 

に加入の手続き、山て下さい。 

※「任意加入者」 

昭和13年 4 月 1日以前i七生まれた国民年金の加入者で、50アー 

ル以上の農業経営主の後継者、農業生産法人の構成員、50アール 

未満の園芸施設経営主です。 

この方たちの、生年月日別の加入期限は次のとおりです。 

次の方々の加入期限が迫っていますので、農協で早めに加入の 

手続きをして下さい。 

※ 「当然加入者」 

昭和11年4 月 1日以前に生まれた国民年金の加入者で、自分名 

義の経営農地面積が50アール以上ある農業経営主です。 

この方たちめ年金受給権が発生する生年月日別の加入期限は次 

のとおりですh 

生 	年 	月 	日 保険料納付期限 

繍品年 7月 2日～編品年10月 1日生れ 昭和52年10月末日 

編島年10月 2 日～昭和11年 1月1日生れ 昭和53年 1月末日 

昭干Ill、月2日～昭和11年 4 月1ぐ生れ 昭和53年 4 月末日 
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